
集
会
は
地
本
中
島
副
委
員
長

の
挨
拶
で
開
会
、
主
催
者
を
代

表
し
て
橋
本
委
員
長
は
、
以
下

の
挨
拶
を
述
べ
た
。

本
部
努
力
に
理
解
を

◆
貨
物
会
社
は
２
月
22
日
の
第

１
回
目
の
交
渉
で
「
定
期
昇
給

は
な
い
」
「
年
間
の
期
末
手
当

を
３
ヶ
月
と
す
る
」
と
宣
告
。

我
々
は
３
月
５
日
の
東
北
総

決
起
集
会
で
、
要
求
前
進
の
た

め
、
東
北
３
地
本
と
し
て
東
北

協
議
会
が
本
部
に
ス
ト
ラ
イ
キ

を
上
申
す
る
意
思
統
一
を
図
っ

て
き
た
。

◆
貨
物
回
答
結
果
は
大
変
不
満
。

ま
た
賃
金
規
程
、
就
業
規
則

に
抵
触
の
疑
問
も
。

東
北
協
議
会
と
し
て
貨
物
本

社
長
宛
に
要
請
書
を
提
出
し
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
招
い
た
背

景
に
は
、
貨
物
を
黒
字
決
算
に

し
ろ
と
い
う
国
交
省
の
強
い
要

請
が
あ
り
、
人
件
費
に
切
り
込

ん
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
も
そ
も

貨
物
の
抱
え
て
い
る
構
造
矛
盾

が
経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
、
分

割
民
営
化
以
前
か
ら
我
々
が
指

摘
し
て
き
た
。
今
必
要
な
の
は

労
使
が
協
力
し
、
こ
の
構
造
矛

盾
を
解
消
す
る
取
り
組
み
を
す

る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
も
ベ

ア
を
実
施
し
、
社
員
・
家
族
の

生
活
の
改
善
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
こ
と
。
そ
れ
が
結

果
と
し
て
消
費
を
拡
大
し
、
経

済
の
回
復
に
も
繋
が
る
。

◆
本
部
と
の
議
論
で
は
率
直
に

皆
さ
ん
の
声
を
伝
え
、
ま
た
本

部
か
ら
も
、
背
景
を
皆
さ
ん
に

報
告
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

内
容
は
、
「
交
渉
を
積
み
重

ね
た
が
、
日
貨
労
が
ベ
ア
・
ゼ

ロ
、
定
期
昇
給
な
し
に
つ
い
て
、

容
認
の
判
断
を
し
て
い
た
。
し

か
し
国
労
は
就
業
規
則
や
賃
金

規
程
に
抵
触
す
る
問
題
を
粘
り

強
く
交
渉
。
最
終
的
に
は
、
本

部
委
員
長
が
貨
物
本
社
に
出
向

き
、
強
く
要
求
の
実
現
を
求
め

た
結
果
、
半
年
遅
れ
で
あ
る
が
、

定
期
昇
給
を
実
現
し
た
。
内
容

に
不
満
が
残
る
と
思
う
が
、
こ

こ
ま
で
踏
ん
張
っ
た
と
い
う
こ

と
を
現
場
の
組
合
員
１
人
ひ
と

り
に
伝
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

◆
一
方
、
JR
東
日
本
は
当
初
予

定
か
ら
10
日
遅
れ
て
本
日
回
答
。

回
答
は
ベ
ア
・
ゼ
ロ
、
定
期

昇
給
の
実
施
、
夏
季
手
当
は
２
・

７
ヶ
月
と
昨
年
か
ら
０
・
１
５
ヶ

月
の
カ
ッ
ト
。
我
々
も
こ
の
内

容
に
つ
い
て
ど
う
な
の
か
を
真

剣
に
論
議
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
。

経
過
と
決
意
表
明

続
い
て
東
北
協
議
会
岩
井
議

長
が
こ
の
間
の
国
労
本
部
と
貨

物
本
社
に
お
け
る
、
４
回
の
交

渉
経
過
に
つ
い
て
報
告
を
し
た

【
別
掲
】
。

更
に
は
、
決
意
表
明
と
し
て
、

宮
城
県
支
部
秋
山
委
員
長
、
仙

総
支
部
庄
司
委
員
長
が
そ
れ
ぞ

れ
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
と
、
闘

う
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
貨
物
宮
城
分
会
阿
部
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２
・
24

団
交
（
ダ
イ
ヤ
改
正
整
理
）

２
・
26

団
交
（
申
３
・
５
号
）

３
・
２

簡
易
苦
情
処
理
事
前
審
理

３
・
５

国
労
東
北
総
決
起
集
会

３
・
６

国
労
仙
台
総
行
動

３
・
６

婦
人
部
常
任
委
員
会

３
・
８

第
５
回
執
行
委
員
会

３
・
９

全
国
代
表
者
会
議

３
・
11

団
交
（
申
７
号
）

３
・
12

国
労
青
・
婦
・
家
総
行
動

３
・
15

団
交
（
申
８
号
）

３
・
15

貨
物
総
行
動

３
・
19

団
交
（
申
９
号
）

３
・
22

仙
台
工
作
協
議
会
定
期
委
員
会

３
・
23

団
交
（
申
10
号
）

３
・
24

仙
台
運
協
営
業
・
車
掌
分
科
会

３
・
29

貨
物
ベ
ア
・
ゼ
ロ
抗
議
集
会

４
・
４

安
プ
ロ
・
業
務
部
長
会
議

地
方
本
部
は
３
月
29
日
、
10
春
闘
の
貨
物
会
社
回
答
の
「
11

年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ
」
「
定
期
昇
給
実
施
の
先
送
り
」
に
抗
議

し
再
回
答
を
求
め
る
宮
城
県
集
会
を
開
催
し
た
（
福
島
県
も
郡

山
工
場
支
部
と
郡
山
分
連
協
に
お
い
て
同
日
開
催
）
。

当
日
は
宮
城
県
支
部
主
催
の
集
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
集

会
を
国
労
会
館
で
開
催
し
た
。

集
会
に
は
宮
城
県
支
部
、
仙
総
所
支
部
、
東
北
自
動
車
支
部

の
組
合
員
約
百
名
が
参
加
し
た
。

◆
本
部
が
２
月
10
日
に
賃
金
改

訂
の
申
し
入
れ
。
２
月
22
日
の

第
１
回
交
渉
の
席
上
、
年
間
期

末
手
当
３
ヶ
月
と
会
社
側
が
通

告
。
先
程
の
東
日
本
の
夏
季
手

当
に
０
・
３
ヶ
月
し
か
違
わ
な

い
内
容
。
ま
た
定
期
昇
給
は
盛

り
込
ま
な
い
計
画
を
今
後
議
論

し
て
い
く
と
一
方
的
な
提
示
。

◆
３
月
３
日
の
第
２
回
の
交
渉

の
中
で
は
事
業
計
画
を
示
し
、

人
件
費
に
つ
い
て
年
間
賞
与
で

△
15
億
、
給
与
・
人
減
ら
し
等

で
△
16
億
、
出
向
負
担
金
の
稼

ぎ
で
△
３
億
、
計
△
34
億
円
の

経
費
削
減
計
画
を
明
ら
か
に
し

た
。

◆
３
月
13
日
の
第
３
回
交
渉
か

ら
、
国
労
は
定
期
昇
給
に
絞
っ

た
交
渉
に
。
賃
金
規
程
の
４
号

俸
を
４
月
１
日
に
実
施
す
る
と

の
条
文
の
解
釈
論
を
示
し
た
が
、

会
社
は
就
業
規
則
に
無
い
も
の

は
改
め
て
協
議
し
、
労
働
契
約

法
の
解
釈
と
疑
義
に
つ
い
て
は

今
後
見
解
を
示
す
と
し
た
。

◆
こ
れ
ま
で
の
経
過
で
は
、
第

３
回
の
交
渉
で
打
ち
切
り
で
あ
っ

た
。
し
か
し
国
労
の
要
求
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
３
月
17
日
に
第
４
回
交
渉

を
持
っ
た
。
他
労
組
は
３
回
で

打
ち
切
り
。
国
労
だ
け
が
４
回

目
の
交
渉
を
持
っ
た
。
会
社
は
、

こ
れ
ま
で
解
釈
・
見
解
が
２
転
、

３
転
し
た
こ
と
に
謝
罪
し
た
が
、

厳
し
い
経
営
状
況
を
述
べ
、
22

年
度
の
黒
字
決
算
を
目
指
す
と

強
調
。
組
合
側
は
、
規
程
の
解

釈
、
賃
金
規
程
上
、
定
期
昇
給

を
実
施
し
な
い
の
は
誤
り
と
指

摘
し
、
NS
２
０
１
１
計
画
の
破

綻
、
失
敗
を
社
員
に
回
す
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
追
及
。
し
か

し
、
会
社
は
主
張
は
受
け
止
め

る
と
し
、
第
４
回
の
交
渉
も
物

別
れ
で
終
了
。

◆
そ
の
後
、
回
答
予
定
日
の
３

月
19
日
に
、
「
回
答
で
き
ず
」

の
連
絡
。
休
日
を
挟
ん
だ
23
日
・

24
日
も
19
時
過
ぎ
ま
で
回
答
で

き
ず
、
３
月
25
日
に
周
知
の
回

答
内
容
で
あ
る
。

◆
こ
の
回
答
内
容
で
は
、
４
月

か
ら
10
月
ま
で
の
６
ヶ
月
間
に

つ
い
て
、
今
年
の
新
採
と
昨
年

入
っ
た
社
員
の
賃
金
が
逆
転
す

る
状
況
が
生
ま
れ
る
。
想
定
外

で
あ
り
、
見
返
り
等
も
今
後
求

め
て
い
く
。
会
社
側
は
生
涯
賃

金
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
持
っ

て
お
り
、
今
後
課
題
に
な
る
。

◆
結
果
、
22
年
度
の
取
扱
い
と

し
て
、
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

間
の
賃
金
に
つ
い
て
の
交
渉
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
国

労
と
し
て
最
初
か
ら
ス
ト
ラ
イ

キ
を
背
景
と
し
た
交
渉
が
取
り

組
め
な
い
弱
さ
が
出
た
。
ベ
ア

交
渉
よ
り
も
定
期
昇
給
確
保
に

向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点

に
つ
い
て
は
、
大
い
に
反
省
し

な
け
れ
ば
。
ま
た
貨
物
会
社
は

「
第
２
の
日
航
に
な
り
た
く
な

い
で
し
ょ
う
」
と
い
う
話
を
持

ち
出
し
、
社
員
を
締
め
付
け
、

会
社
の
黒
字
だ
け
を
ど
う
捻
出

す
る
か
を
考
え
て
お
り
、
組
合

と
し
て
怒
り
を
持
ち
取
組
む
。



執
行
委
員
長
は
怒
り
を
込
め
て

以
下
の
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

是
非
ス
ト
の
配
置
を

◆
２
月
に
分
会
執
行
委
員
会
、

全
体
集
会
を
開
催
、
そ
の
中
で

定
昇
ゼ
ロ
、
年
間
の
ボ
ー
ナ
ス

３
ヶ
月
と
い
う
話
が
あ
り
、

「
生
活
は
ど
う
な
る
の
か
」
と

い
う
気
持
で
あ
っ
た
。

◆
今
交
渉
で
の
「
会
社
が
作
っ

た
就
業
規
則
を
会
社
自
ら
が
破

る
」
と
い
う
こ
と
を
許
し
て
よ

い
も
の
か
。
国
交
省
か
ら
の
締

め
付
け
が
あ
る
と
伝
え
聞
く
が

「
分
割
・
民
営
化
」
以
降
20
数

年
経
っ
て
も
貨
物
は
完
全
民
営

化
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
責
任

は
誰
が
取
る
の
か
?
全
て
貨
物

の
労
働
者
だ
け
か
？
政
府
、
国

交
省
の
連
中
は
？
そ
こ
を
明
確

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
３
月
５
日
の
東
北
総
行
動
の

後
の
交
流
会
で
、
我
々
の
仲
間

が
「
な
ぜ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
や
ら

せ
な
い
の
か
」
と
涙
を
流
し
て

訴
え
て
い
た
。
定
昇
な
し
11
年
。

期
末
手
当
が
年
間
３
ヶ
月
台

に
入
っ
た
の
は
12
年
目
。
今
回

年
間
３
ヶ
月
。
ま
た
し
て
も
低

額
。
10
年
間
で
こ
う
し
た
抗
議

行
動
が
30
数
回
。
ぜ
ひ
と
も
ス

ト
ラ
イ
キ
を
本
部
に
要
請
し
て

欲
し
い
。
10
年
間
の
我
々
の
経

験
を
本
部
は
理
解
し
て
く
れ
な

い
。
私
は
敢
え
て
本
部
に
抗
議

を
集
中
し
た
い
。
貨
物
会
社
で

は
な
く
本
部
に
。

◆
10
月
か
ら
４
号
俸
来
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
が
、
新
人
事

賃
金
と
の
絡
み
が
あ
る
と
個
人

的
に
思
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ

ば
、
ま
た
し
て
も
「
我
々
は
ど

う
な
る
の
か
」
と
思
う
。

◆
経
営
会
議
の
中
で
、
全
国
で

２
５
０
名
、
60
歳
以
上
の
仲
間

を
出
向
に
出
す
と
。
東
北
で
は

50
人
程
出
向
と
い
う
話
。
出
向

先
の
話
で
は
、
50
人
出
向
者
が

来
る
と
そ
こ
の
社
員
が
50
人
首

を
切
ら
れ
る
形
に
。
本
部
は
承

知
し
て
い
る
は
ず
。
２
月
22
日

に
そ
う
し
た
話
が
出
さ
れ
た
時

点
で
、
何
故
ス
ト
の
準
備
指
令

を
出
さ
な
か
っ
た
の
か
。
強
く

訴
え
た
い
。

◆
我
々
貨
物
の
労
働
者
の
一
人

当
た
り
の
売
り
上
げ
は
、
二
年

前
で
九
百
万
円
と
伸
び
て
い
る
。

こ
れ
で
も
労
働
者
の
賃
金
は

上
が
ら
な
い
。
ど
う
い
う
カ
ラ

ク
リ
な
の
か
、
ま
た
今
後
、
貨

物
は
ど
う
い
う
労
働
条
件
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
が
闘
わ
な
い

限
り
前
進
は
あ
り
え
な
い
。
是

非
そ
こ
を
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
し
て
今
後
と
も
貨
物
の

労
働
者
の
た
め
に
支
援
を
願
い

た
い
。

◎
集
会
は
大
沼
執
行
委
員
が
集

会
宣
言
（
案
）
を
読
み
上
げ
、

全
体
の
拍
手
で
承
認
。
橋
本
委

員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で
終
了

し
た
。

国
労
東
北
協
議
会
と
国
労
仙

台
地
本
は
10
年
春
闘
勝
利
に
向

け
た
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、

仙
台
市
内
に
お
い
て
大
衆
行
動

を
展
開
。

３
月
５
日
に
は
国
労
東
北
総

決
起
集
会
（
国
労
せ
ん
だ
い
速

報
版
２
５
７
７
号
参
照
）
を
開

催
、
翌
６
日
に
は
国
労
仙
台
総

行
動
を
開
催
し
た
。

生
憎
の
雨
天
で
も

三
百
名
が
結
集
！

６
日
の
総
行
動
は
仙
台
市
匂

当
台
公
園
に
お
い
て
十
三
時
半

か
ら
開
会
。
参
加
し
た
組
合
員

三
百
名
を
前
に
、
挨
拶
に
立
っ

た
橋
本
委
員
長
は
「
空
前
の
経

済
不
況
の
中
、
企
業
は
労
働
者

の
首
切
り
で
凌
ぎ
切
ろ
う
と
し
、

我
々
労
働
者
の
生
活
は
ど
ん
底

に
喘
ぎ
、
衣
食
住
の
生
活
基
本

権
す
ら
奪
わ
れ
て
い
る
。
労
働

運
動
が
停
滞
し
て
い
る
中
で
、

少
し
で
も
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

運
動
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

と
訴
え
た
。
ま
た
集
会
へ
は
政

党
・
友
誼
団
体
・
国
労
議
員
団

な
ど
多
く
の
方
々
に
駆
け
つ
け

て
頂
い
た
き
、
連
帯
と
激
励
の

挨
拶
を
受
け
た
。

決
意
表
明

続
い
て
各
支
部
等
か
ら
の
決

意
表
明
と
し
て
、
仙
台
闘
争
団

佐
藤
事
務
局
長
、
貨
物
協
議
会

大
越
事
務
長
、
東
北
自
動
車
支

部
北
山
副
委
員
長
、
山
形
県
支

部
堀
内
副
委
員
長
、
郡
工
支
部

大
川
原
副
委
員
長
、
福
島
県
支

部
小
檜
山
委
員
長
、
仙
総
支
部

庄
司
委
員
長
、
宮
城
県
支
部
山

田
書
記
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
力
強

い
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

更
に
は
、
地
方
大
会
以
降
の

組
織
拡
大
の
報
告
と
紹
介
と
し

て
、
東
北
自
動
車
支
部
の
岩
崎

宏
さ
ん
本
人
か
ら
決
意
が
述
べ

ら
れ
、
安
保
書
記
長
よ
り
拡
大

に
至
る
経
過
報
告
と
決
意
表
明

を
受
け
た
。

集
会
集
約
と
デ
モ

集
会
の
最
後
に
地
本
五
十
嵐

書
記
長
は
「
連
日
の
集
会
に
も

関
わ
ら
ず
、
多
く
の
組
合
員
が

結
集
し
、
昨
日
の
集
会
に
は
東

北
三
地
本
で
四
百
名
超
（
仙
台

地
本
三
百
名
）
、
本
日
も
三
百

名
と
両
日
合
わ
せ
て
延
べ
人
数

で
地
本
組
織
の
六
割
の
動
員
を

勝
ち
取
っ
た
。
両
日
の
行
動
力

と
団
結
を
職
場
に
お
い
て
も
実

践
し
、
諸
要
求
の
獲
得
と
諸
課

題
の
解
決
に
向
け
て
奮
闘
す
る

事
を
お
願
い
し
た
い
」
と
集
約
。

最
後
に
橋
本
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
集
会
を
締
め
た
。

参
加
者
一
同
は
隊
列
を
組
み
、

仙
台
駅
前
ま
で
の
デ
モ
行
進
に

出
発
。
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

第２５８０号 国労仙台 ２０１０年４月１０日

団結 抵抗 統一

第
一
位

五
十
代

や
る
気
は
あ
る
が

目
が
霞
む

中
年
の
星

第
二
位

外
注
化

教
え
た
人
が

次
見
習
い

現
場
監
督

同

蓮
方
さ
ん

ウ
チ
の
管
理
者

仕
分
け
し
てガ

セ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

第
四
位

う
そ
だ
ろ
う

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

水
泥
棒

詠
み
人
知
ら
ず

第
五
位

年
老
い
て

仕
事
は
増
え
ど

二
割
減
！

観
自
在
菩
薩

第
六
位

コ
ン
プ
ラ
と

掛
け
声
だ
け
は

超
一
流

一
割
カ
ッ
ト

第
七
位

暖
冬
が

上
司
セ
コ
ク
て

厳
冬
だ

ケ
イ
タ
ロ
ウ

第
八
位

新
採
に

技
術
継
承

評
価
ゼ
ロ

国
労
組
合
員

第
九
位

い
い
の
が
い
？

そ
の
仕
事
ま
で

外
注
化
？

ま
る
わ

第
十
位

エ
ル
ダ
ー
の

確
保
目
的

う
そ
っ
ぱ
ち

検
修
合
理
化
反
対

同

川
柳
の

餌
食
に
し
た
い

こ
の
上
司

恨
み
つ
ら
み

社
民
党
宮
城
県
連
合

国
労
議
員
団

石
川
け
ん
じ
仙
台
市
議

共
産
党
宮
城
県
委
員
会

嵯
峨
サ
ダ
子
仙
台
市
議

平
和
労
組
会
議

石
森
副
議
長

宮
城
県
労
連

鎌
内
事
務
局
長

建
交
労
宮
城
地
本

森

利
春
書
記
長

仙
台
市
議
会

大
槻

正
俊
議
員

退
職
の
お
知
ら
せ

２
月
28
日

大
倉

満
さ
ん

自
動
車
支
部
福
島
県

金

正
さ
ん

仙
台
駅
連
合

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


